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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パーツをベースの取付孔に固定するためのクリップであって、
　前記クリップには、
　前記取付孔に挿入可能な脚部と、
　前記脚部の挿入方向の後端部から、前記取付孔の内形より大きく張り出した基部と、
　前記基部と離れて対向し、前記脚部の外側面から弾性的に突出し、前記脚部を前記取付
孔に挿入する際に、当該取付孔の内縁に押されて前記脚部の中空部内に向かってたわみ込
み、前記取付孔を通過後、弾性力により復元し、基部との間で前記ベースを表裏面から挟
み持つ爪部とを備え、
　前記爪部には、
　前記脚部の少なくとも一つの側壁の表裏面に貫通するＵ字形のスリットと、
　前記スリットで囲まれた内側に位置する弾性片と、
　前記スリットが無く、前記弾性片と前記側壁とを連接するとともに、前記脚部の挿入方
向の先端部側に位置するヒンジ部と、
　前記弾性片の外側面から突出するとともに、前記基部と離れて対向する突起部とを備え
、
　前記スリットには、
　前記脚部の挿入方向に平行な相対向する一対の縦溝と、
　前記両縦溝の前記脚部の挿入方向の後端部側の端部を互いに連通する横溝と、
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　前記両縦溝の前記脚部の挿入方向の先端部側の端部から互いに接近する方向に、線対称
に屈曲する一対の屈曲溝とを備え、
　前記一対の屈曲溝は、
　円弧状に屈曲し、
　前記脚部の挿入方向と直交する向きの前記ヒンジ部の幅を、
　前記弾性片の自由端側の横幅より幅狭に形成していることを特徴とするクリップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、パーツをベースの取付孔に固定するためのクリップに関し、爪部を取り囲
むスリットの端部を互いに接近する方向に屈曲させることで、クリップの挿入力を低減す
ることができるようにしたものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、爪部を取り囲むＵ字形のスリットの端部が、直線的に形成されていたクリップが
知られている（例えば特許文献１の段落番号「００３２」、図３及び図４参照）。
【特許文献１】特開2006-161890（段落番号「００３２」、図３及び図４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、上記した従来のクリップでは、スリットの端部が直線的に形成されていたので
、抜去力を低下させずに、挿入力だけを低減することが困難であるといった問題点があっ
た。
そこで、各請求項にそれぞれ記載された各発明は、上記した従来の技術の有する問題点に
鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、次の点にある。
（請求項１）
　請求項１に記載の発明は、次の点を目的とする。
【０００４】
　すなわち、請求項１に記載の発明は、爪部を取り囲むスリットの端部を互いに接近する
方向に屈曲させることで、抜去力を維持乃至は向上し、且つクリップの挿入力を低減する
ことができるようにしたものである。
【０００５】
　これに加え、請求項１に記載の発明は、スリットの屈曲溝を円弧状に屈曲させることで
、スリットへの応力の集中を緩和することができるようにしたものである。
【０００６】
　さらに、請求項１に記載の発明は、ヒンジ部の幅を、スリットの横溝の全長より小さく
設定することで、クリップの挿入力を一層、低減することができるようにしたものである
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　各請求項にそれぞれ記載された各発明は、上記した各目的を達成するためになされたも
のであり、各発明の特徴点を図面に示した発明の実施の形態を用いて、以下に説明する。
　なお、カッコ内の符号は、発明の実施の形態において用いた符号を示し、本発明の技術
的範囲を限定するものではない。
　また、図面番号も、発明の実施の形態において用いた図番を示し、本発明の技術的範囲
を限定するものではない。
（請求項１）
　請求項１に記載の発明は、次の点を特徴とする。
【０００８】
　第１に、例えば図１４に示すように、パーツ（取付片30）をベース（インナーパネル20
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）の取付孔(21)に固定するためのクリップ(40)である。
　第２に、クリップ(40)には、例えば図１、図２及び図１４に示すように、次の構成を備
える。
　　　　（１）脚部(60)
　脚部(60)は、例えば図１、図２及び図１４に示すように、取付孔(21)に挿入可能なもの
である。
【０００９】
　　　　（２）基部(70)
　基部(70)は、例えば図１、図２及び図１４に示すように、脚部(60)の挿入方向の後端部
から、取付孔(21)の内形より大きく張り出したものである。
　　　　（３）爪部(80)
　爪部(80)は、例えば図１、図２及び図１４に示すように、基部(70)と離れて対向し、脚
部(60)の外側面から弾性的に突出し、脚部(60)を取付孔(21)に挿入する際に、図示しない
が、当該取付孔(21)の内縁に押されて脚部(60)の中空部(61)内に向かってたわみ込み、取
付孔(21)を通過後、弾性力により復元し、基部(70)との間でベース（インナーパネル20）
を表裏面から挟み持つものである。
【００１０】
　第３に、爪部(80)には、例えば図１及び図２に示すように、次の構成を備える。
　　　　（４）スリット(81)
　スリット(81)は、例えば図１及び図２に示すように、脚部(60)の少なくとも一つの側壁
の表裏面に貫通し、Ｕ字形に形成されている。
　　　　（５）弾性片(82)
　弾性片(82)は、例えば図１及び図２に示すように、スリット(81)で囲まれた内側に位置
するものである。
【００１１】
　　　　（６）ヒンジ部(83)
　ヒンジ部(83)は、例えば図１及び図２に示すように、スリット(81)が無く、弾性片(82)
と側壁とを連接するとともに、脚部(60)の挿入方向の先端部側に位置するものである。
　　　　（７）突起部(84)
　突起部(84)は、例えば図１及び図２に示すように、弾性片(82)の外側面から突出すると
ともに、基部(70)と離れて対向するものである。
【００１２】
　第４に、スリット(81)には、例えば図１及び図２に示すように、次の構成を備える。
　　　　（８）縦溝(81a)
　縦溝(81a)は、例えば図１及び図２に示すように、脚部(60)の挿入方向に平行な相対向
し、一対有る。
　　　　（９）横溝(81b)
　横溝(81b)は、例えば図１及び図２に示すように、両縦溝(81a)の脚部(60)の挿入方向の
後端部側の端部を互いに連通するものである。
【００１３】
　　　　（１０）屈曲溝(81c)
　屈曲溝(81c)は、例えば図１及び図２に示すように、両縦溝(81a)の脚部(60)の挿入方向
の先端部側の端部から互いに接近する方向に、線対称に屈曲し、一対有る。
【００１４】
　第５に、例えば図１及び図２に示すように、一対の屈曲溝(81c)は、円弧状に屈曲して
いる。
【００１５】
　第６に、脚部(60)の挿入方向と直交する向きのヒンジ部(83)の幅(A)を、例えば図１及
び図２に示すように、弾性片(82)の自由端側の横幅(B)より幅狭に形成している。
【発明の効果】
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【００１６】
　本発明は、以上のように構成されているので、以下に記載されるような効果を奏する。
（請求項１）
　請求項１に記載の発明によれば、次のような効果を奏する。
　すなわち、請求項１に記載の発明によれば、爪部を取り囲むスリットの端部を互いに接
近する方向に屈曲させることで、抜去力を維持乃至は向上し、且つクリップの挿入力を低
減することができる。
【００１７】
　これに加えて、請求項１に記載の発明によれば、スリットの屈曲溝を円弧状に屈曲させ
ることで、スリットへの応力の集中を緩和することができる。
【００１８】
　さらに、請求項１に記載の発明によれば、ヒンジ部の幅を、スリットの横溝の全長より
小さく設定することで、クリップの挿入力を一層、低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
（図面の説明）
　図１～１４は、本発明の第１の実施の形態の一例をそれぞれ示すものである。
　図１～６は、固定具の分解状態をそれぞれ示すものであり、図１は正面図、図２は斜視
図、図３は側面図、図４は平面図、図５は底面図、図６は図１のVI－VI線に沿う断面図を
それぞれ示すものである。
【００２０】
　図７～９は、ストッパをクリップに仮留めした状態をそれぞれ示すものであり、図７は
正面図、図８は側面図、図９は図７のIX－IX線に沿う断面図をそれぞれ示すものである。
　図１０～１４は、固定具の組立状態をそれぞれ示すものであり、図１０は正面図、図１
１は側面図、図１２は平面図、図１３は底面図、図１４は図７のXIV－XIV線に沿う断面図
をそれぞれ示すものである。
【００２１】
　図１５は、本発明の第２の実施の形態の一例を示し、同図はクリップの側面図を示すも
のである。
　図１６は、本発明の第３の実施の形態の一例を示し、同図はクリップの側面図を示すも
のである。
　図１７は、本発明の第４の実施の形態の一例を示し、同図はクリップの側面図を示すも
のである。
【００２２】
　図１８は、本発明との比較例を示し、同図はクリップの側面図を示すものである。
（固定具10）
　図１～６中、10は、固定具を示すものであり、この固定具10を使用して、図示しないが
、例えば車室内にエアーバックを固定するものである。
具体的には、固定具10を使用して、図１４に示すように、ベースである車室内のインナー
パネル20に、パーツであるエアーバッグ袋体（図示せず）の取付片30を固定している。
【００２３】
　インナーパネル20には、図１４に示すように、表裏面に貫通し、固定具10を挿入可能な
略方形の取付孔21を設けている。取付片30にも、表裏面に貫通し、固定具10を挿入可能で
、且つインナーパネル20の取付孔21と整合する方形の貫通孔31を設けている。
　なお、ベースとしてインナーパネル20を、パーツであるエアーバッグ袋体（図示せず）
の取付片30をそれぞれ例示したが、これに限定されない。また、取付孔21や貫通孔31の形
状も、方形に限定されない。
【００２４】
　固定具10は、図１～６に示すように、大別すると、次のパーツから構成されている。
　なお、次の（１）及び（２）については、後述する。
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　　　　（１）クリップ40
　　　　（２）ストッパ50
　なお、固定具10のパーツは、上記した（１）及び（２）に限定されず、例えばクリップ
40単独から構成しても良い。
（クリップ40）
　クリップ40は、図１４に示すように、インナーパネル20の取付孔21と取付片30の貫通孔
31とを整合させた状態で一連に挿入され、インナーパネル20と取付片30とを重合状態に固
定するためのものである。クリップ40は、適度な弾性と剛性とを有する合成樹脂で一体的
に形成されている。
【００２５】
　具体的には、クリップ40には、図１～６に示すように、大別すると、次の各部を有する
。
なお、次の（１）～（３）については、後述する。
　　　　（１）脚部60
　　　　（２）基部70
　　　　（３）爪部80
　なお、クリップ40の各部は、上記した（１）～（３）に限定されない。
（ストッパ50）
　ストッパ50は、図１４に示すように、雌型のクリップ40の中空部61内に挿入可能な雄型
に形成され、中空部61内に深く挿入した状態では、爪部80が中空部61内にたわみ込むのを
阻止し、クリップ40が取付孔21や貫通孔31から不用意に抜けるのを防止するためのもので
ある。ストッパ50は、クリップ40と同様に、適度な弾性と剛性とを有する合成樹脂で一体
的に形成されている。
【００２６】
　ストッパ50は、図９に示すように、クリップ40の中空部61内に浅く挿入した状態で、仮
留めされ、当該仮留め状態では爪部80が中空部61内にたわみ込めるようにしている。
　具体的には、ストッパ50には、図１～６に示すように、大別すると、次の各部を有する
。
　なお、次の（１）及び（２）については、後述する。
【００２７】
　　　　（１）軸部90
　　　　（２）フランジ部100
　なお、ストッパ50の各部は、上記した（１）及び（２）に限定されない。
（脚部60）
　脚部60は、図１～３及び図１４に示すように、取付孔21に挿入可能なものである。
【００２８】
　脚部60は、中空な角筒形に形成されている。
　具体的には、脚部60は、図２に示すように、左右に長く、前後が短い平面が長方形に形
成されている。
（基部70）
　基部70は、図１～６及び図１４に示すように、脚部60の挿入方向の後端部から、取付孔
21の内形より大きく張り出したものである。
【００２９】
　基部70は、脚部60の外形より一回り大きい方形、すなわち図２に示すように、左右に長
く、前後が短い平面が長方形に形成されている。
　そして、基部70の上面から脚部60に向かって、図４～６に示すように、上下面が開口し
た中空部61を一連に形成している。
　中空部61も、基部70や脚部60と同様に、図４及び図５において左右に長く、上下が短い
平面が長方形に形成されている。
【００３０】
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　具体的には、基部70には、図２～４及び図６に示すように、次の各部を備える。
　なお、基部70の各部は、次の（１）～（３）に限定されない。
　　　　（１）係合爪71
　係合爪71は、図２、図４及び図６に示すように、中空部61の開口上面の縁部から相対向
して一対突出し、後述するストッパ50を図９に示すように仮留めしたり、図１４に示すよ
うに本留めするためのものである。
【００３１】
　一対の係合爪71は、図４に示すように、中空部61の幅狭な部分で対向し、後述する一対
の爪部80と同じ側に形成されている。係合爪71は、図６に示すように、中空部61の内側に
向かって弾性的に突出している。
　　　　（２）ガイド片72
　ガイド片72は、図２～４に示すように、中空部61の開口上面の四隅から計４個突出する
。４個のガイド片72は、図１２に示すように、後述するストッパ50のフランジ部100の窓
部101にはまり込み、ストッパ50がストッパ50に対してガタ付き、ストッパ50が不用意に
抜けるのを防止している。
【００３２】
　　　　（３）リブ73
　リブ73は、図２～４に示すように、基部70の対向する縁部から上方に向かって一対突出
する。一対のリブ73の間隔内には、図１１に示すように、後述するストッパ50のフランジ
部100がはまり込み、基部70の上面からの高さを、フランジ部100の厚み以上に設定するこ
とで、外力がフランジ部100に作用し難くし、ストッパ50が不用意に抜けるのを防止して
いる。
（爪部80）
　爪部80は、図１、図２及び図１４に示すように、基部70と離れて対向し、脚部60の外側
面から弾性的に突出し、脚部60を取付孔21に挿入する際に、図示しないが、当該取付孔(2
1)の内縁に押されて脚部60の中空部61内に向かってたわみ込み、取付孔21を通過後、弾性
力により復元し、基部70との間でインナーパネル20（ベース）を表裏面から挟み持つもの
である。
【００３３】
　爪部80は、図１～３に示すように、脚部60の四方を取り囲む４個の側壁のうち、幅広な
一対の側壁から、互いに背向させて計２個設けている。
　なお、爪部80の個数として、２個を例示したが、これに限定されず、１個或いは３個以
上としても良い。
　また、爪部80には、図１～３、図５及び図６に示すように、次の各部を備える。
【００３４】
　なお、次の（１）～（４）については、後述する。
　　　　（１）スリット81
　　　　（２）弾性片82
　　　　（３）ヒンジ部83
　　　　（４）突起部84
　なお、爪部80の各部は、上記した（１）～（４）に限定されない。
（スリット81）
　スリット81は、図１及び図２に示すように、脚部60の少なくとも一つの側壁の表裏面に
貫通し、Ｕ字形に形成されている。
【００３５】
　具体的には、スリット81には、図１及び図２に示すように、次の溝を備える。
　　　　（１）縦溝81a
　縦溝81aは、図１及び図２に示すように、脚部60の挿入方向に平行な相対向し、一対有
る。
　　　　（２）横溝81b
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　横溝81bは、図１及び図２に示すように、両縦溝81aの脚部60の挿入方向の後端部側の端
部を互いに連通するものである。
【００３６】
　　　　（３）屈曲溝81c
　屈曲溝81cは、図１及び図２に示すように、両縦溝81aの脚部60の挿入方向の先端部側の
端部から互いに接近する方向に、線対称に屈曲し、一対有る。
　具体的には、一対の屈曲溝81cは、図１及び図２に示すように、略Ｊ字形に円弧状に屈
曲している。
【００３７】
　なお、屈曲溝81cを、略Ｊ字形に屈曲させたが、これに限定されない。
（弾性片82）
　弾性片82は、図１及び図２に示すように、スリット81で囲まれた内側、すなわち２本の
縦溝81a、横溝81b及び２個の屈曲溝81cにより三方が囲まれた内側に位置するものである
。
（ヒンジ部83）
　ヒンジ部83は、図１及び図２に示すように、スリット81が無く、弾性片82と側壁とを連
接するとともに、脚部60の挿入方向の先端部側に位置するものである。
【００３８】
　ヒンジ部83の幅Ａを、図１及び図２に示すように、弾性片82の自由端側の横幅Ｂより幅
狭に形成している。
（突起部84）
　突起部84は、図１及び図２に示すように、弾性片82の外側面から突出するとともに、基
部70と離れて対向するものである。
【００３９】
　突起部84は、図２、図３及び図５に示すように、脚部60の挿入方向に対して斜めに傾斜
し、断面が略直角三角形に形成されている。
（軸部90）
　軸部90は、図１４に示すように、クリップ40の中空部61中に挿入され、爪部80が中空部
61内にたわみ込んで、クリップ40が取付孔21や貫通孔31から不用意に抜けるのを防止する
ためのものである。
【００４０】
　軸部90は、中空部61の内形に適合した角柱形に形成され、その先端部を挿入し易いよう
に先細状の形状としている。
　具体的には、軸部90には、図１、図２、図６及び図９に示すように、次の部を備える。
　なお、軸部90の部は、次の（１）に限定されない。
　　　　（１）仮留め溝91
　仮留め溝91は、図１、図２、図６及び図９に示すように、軸部90の高さの途中に形成さ
れ、クリップ40の一対の係合爪71がそれぞれはまり込むものであり、互いに背向した側面
に一対形成されている。
【００４１】
　仮留め溝91に係合爪71がはまり込んだ状態では、図９に示すように、軸部90はクリップ
40の基部70側に位置し、爪部80が中空部61内にたわみ込めるようにしている。
（フランジ部100）
　フランジ部100は、図１～６に示すように、軸部90の挿入方向の後端部から、中空部61
の内形より大きく張り出したものである。
【００４２】
　フランジ部100は、軸部90の外形より一回り大きい方形、すなわち図２に示すように、
左右に長く、前後が短い平面が長方形に形成されている。
　具体的には、フランジ部100には、図１～６及び図１４に示すように、次の各部を備え
る。
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　なお、フランジ部100の各部は、次の（１）及び（２）に限定されない。
【００４３】
　　　　（１）窓部101
　窓部101は、図１２及び図１４に示すように、クリップ40の一対の係合爪71及び４個の
ガイド片72がはまり込むものであり、一対形成されている。
　すなわち、フランジ部100を、図４に示すように、略「日」の字形の枠状に形成し、そ
の２個の略「ロ」字形の枠内を窓部101としている。窓部101は、方形、図４において左右
に長い長方形に形成され、フランジ部100の表裏面に貫通している。
【００４４】
　　　　（２）係止段部102
　係止段部102は、図１４に示すように、クリップ40の一対の係合爪71が引っ掛かるもの
であり、段状に一対形成されている。
（固定具10の取付方法）
　つぎに、上記した構成を有する固定具10を用いたエアーバッグ袋体（図示せず）の取付
片30の取付方法について説明する。
【００４５】
　まず、クリップ40にストッパ50を仮留めしてから、インナーパネル20の取付孔21と取付
片30の貫通孔31とを整合させた状態でクリップ40の脚部60を挿入し、クリップ40を介して
インナーパネル20と取付片30とを重合状態に固定し、その後、ストッパ50をクリップ40に
深く挿入して本留めしても良いし、或いはストッパ50を仮留めせずに、クリップ40単独で
インナーパネル20と取付片30とを重合状態に固定し、その後、ストッパ50をクリップ40の
中空部61内に挿入して、ストッパ50を本留めしても良い。
【００４６】
　なお、クリップ40の脚部60を取付片30の貫通孔31に挿入して、取付片30をクリップ40に
取り付けてから、クリップ40の脚部60をインナーパネル20の取付孔21に挿入しても良い。
　本実施の形態では、前者、すなわちストッパ50を仮留めしてから取り付ける手順につい
て説明する。
　まず、ストッパ50の軸部90を、クリップ40の中空部61の開口上面に合わせて挿入して、
ストッパ50をクリップ40に対して仮留めする。
【００４７】
　ストッパ50の軸部90を挿入すると、図９に示すように、軸部90の高さの途中に位置する
仮留め溝91に、クリップ40の中空部61の内側に向かって弾性的に突出する係合爪71がはま
り込む。係合爪71がはまり込むと、軸部90が中空部61内に浅く挿入された状態で仮留めさ
れる。
　つぎに、インナーパネル20の取付孔21と取付片30の貫通孔31とを整合させた上、取付片
30の貫通孔31に合わせて、クリップ40の脚部60を挿入する。
【００４８】
　クリップ40の脚部60を挿入すると、取付片30の貫通孔31及びインナーパネル20の取付孔
21の内縁に押されて、爪部80がヒンジ部83を中心に中空部61内に向かってたわみ込む。
爪部80がインナーパネル20の取付孔21の下方に通過すると、図９に示すように、爪部80が
樹脂の弾性復元力により復元し、基部70の下面との間で、取付片30とインナーパネル20と
重合状態に固定する。
【００４９】
　最後に、ストッパ50の軸部90を、図１４に示すように、クリップ40の中空部61に深く押
し込むことで、ストッパ50をクリップ40に対して本留めする。
　すなわち、ストッパ50のフランジ部100を、クリップ40の基部70に向かって強く押し下
げると、係合爪71が仮留め溝91から係脱し、軸部90が中空部61内を進行する。
　その後、フランジ部100が基部70の上面と当接するが、その際に係合爪71が、図１４に
示すように、ストッパ50の係止段部102に引っ掛かり、軸部90が中空部61内から抜けなく
なる。
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【００５０】
　このとき、ストッパ50の軸部90の外側面が、図１４に示すように、中空部61内に面した
爪部80の内側面と対向する。
　仮に、爪部80が中空部61内にたわみ込もうとすると、ストッパ50の軸部90の外側面に当
接し、中空部61内へのたわみ込みが阻止される。
　このため、爪部80が中空部61内にたわみ込んで、インナーパネル20の取付孔21や取付片
30の貫通孔31から不用意に抜けるのを未然に防止できる。
（図１５の第２の実施の形態）
　図１５を用いて、本発明の第２の実施の形態の一例について説明する。
【００５１】
　本実施の形態の特徴は、クリップ40の爪部200のスリット201の屈曲溝201cを、図１５に
示すように、半円形に形成した点である。
　具体的には、屈曲溝201cは、図１５に示すように、半円の湾曲面が向かい合った半円形
に形成されている。
　なお、屈曲溝201cを、半円形に形成したが、これに限定されず、円形や楕円形に形成し
ても良い。
【００５２】
　また、本実施の形態の説明においては、図１～１４を用いて説明した第１の実施の形態
と同一の構成部分については同一符号を用いて説明を省略する。また、本実施の形態に係
る爪部200の構成部分については、「200」番台の符号を付している。
（図１６の第３の実施の形態）
　図１６を用いて、本発明の第３の実施の形態の一例について説明する。
【００５３】
　本実施の形態の特徴は、クリップ40の爪部210のスリット211の屈曲溝211cを、図１６に
示すように、略「へ」の字形に屈曲させた点である。
　具体的には、屈曲溝211cは、図１６に示すように、縦溝211aの下端部から略「へ」の字
形に屈曲し、直線的に形成している。
　なお、屈曲溝211cを、略「へ」の字形に屈曲させたが、これに限定されず、「Ｖ」字形
に屈曲させても良い。
【００５４】
　また、本実施の形態の説明においては、図１～１４を用いて説明した第１の実施の形態
と同一の構成部分については同一符号を用いて説明を省略する。また、本実施の形態に係
る爪部210の構成部分については、「210」番台の符号を付している。
（図１７の第４の実施の形態）
　図１７を用いて、本発明の第４の実施の形態の一例について説明する。
【００５５】
　本実施の形態の特徴は、クリップ40の爪部220のスリット221の屈曲溝221cを、図１７に
示すように、略「Ｌ」の字形に屈曲させた点である。
　具体的には、屈曲溝221cは、図１７に示すように、縦溝221aの下端部から略「Ｌ」の字
形に屈曲し、直線的に形成している。
　なお、屈曲溝221cを、略「Ｌ」の字形に屈曲させたが、これに限定されず、「Ｖ」字形
に屈曲させても良い。
【００５６】
　また、本実施の形態の説明においては、図１～１４を用いて説明した第１の実施の形態
と同一の構成部分については同一符号を用いて説明を省略する。また、本実施の形態に係
る爪部220の構成部分については、「220」番台の符号を付している。
（図１８の比較例）
　図１８を用いて、本発明の比較例について説明する。
【００５７】
　本比較例で示すように、図１の屈曲溝81cが無い場合には、図１８に示すように、ヒン
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ジ部303の幅Ｃは、弾性片302の自由端側の横幅Ｄと等しくなる。
　なお、本比較例の説明においては、図１～１４を用いて説明した第１の実施の形態と同
一の構成部分については同一符号を用いて説明を省略する。また、本比較例に係る爪部30
0の構成部分については、「300」番台の符号を付している。
【００５８】
　本第１の実施の形態に係る屈曲溝81cを有する爪部80と、屈曲溝81cの無い本比較例の爪
部300とのインナーパネル20の取付孔21への挿入力を比較すると、屈曲溝81cを有する本第
１の実施の形態に係る爪部80の挿入力は、屈曲溝81cの無い本比較例の爪部300の挿入力の
約半分以下である。
　インナーパネル20の板厚の変化に対する挿入力を比較すると、インナーパネル20の板厚
が比較的薄い場合、例えば「０．７mm」の場合、屈曲溝81cを有する本第１の実施の形態
に係る爪部80の挿入力は、例えば「２１．８Ｎ」であるのに対し、屈曲溝81cの無い本比
較例の爪部300の挿入力は、例えば「５２．６Ｎ」であった。屈曲溝81cを有する本第１の
実施の形態に係る爪部80の挿入力のダウン率は、約「６０％」である。
【００５９】
　インナーパネル20の板厚が比較的厚い場合、例えば「１．６mm」の場合、屈曲溝81cを
有する本第１の実施の形態に係る爪部80の挿入力は、例えば「２８Ｎ」であるのに対し、
屈曲溝81cの無い本比較例の爪部300の挿入力は、例えば「５１．８Ｎ」であった。屈曲溝
81cを有する本第１の実施の形態に係る爪部80の挿入力のダウン率は、約「４６％」であ
る。
【００６０】
　つぎに、インナーパネル20の取付孔21からの抜去力を比較すると、屈曲溝81cを有する
本第１の実施の形態に係る爪部80の抜去力は、屈曲溝81cの無い本比較例の爪部300の抜去
力より小さい。
　インナーパネル20の板厚の変化に対する抜去力を比較すると、インナーパネル20の板厚
が比較的薄い場合、例えば「０．７mm」の場合、屈曲溝81cを有する本第１の実施の形態
に係る爪部80の抜去力は、例えば「１４９４Ｎ」であるのに対し、屈曲溝81cの無い本比
較例の爪部300の抜去力は、例えば「１６１９Ｎ」であった。屈曲溝81cを有する本第１の
実施の形態に係る爪部80の抜去力のダウン率は、約「７．７％」である。
【００６１】
　インナーパネル20の板厚が比較的厚い場合、例えば「１．６mm」の場合、屈曲溝81cを
有する本第１の実施の形態に係る爪部80の抜去力は、例えば「２５３０Ｎ」であるのに対
し、屈曲溝81cの無い本比較例の爪部300の抜去力は、例えば「２６４０Ｎ」であった。屈
曲溝81cを有する本第１の実施の形態に係る爪部80の抜去力のダウン率は、約「４．２％
」である。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明の第１の実施の形態の一例を示し、同図は固定具の分解状態の正面図であ
る。
【図２】固定具の分解状態を示し、同図は斜視図である。
【図３】固定具の分解状態を示し、同図は側面図である。
【図４】固定具の分解状態を示し、同図は平面図である。
【図５】固定具の分解状態を示し、同図は底面図である。
【図６】図１のVI－VI線に沿う断面図である。
【図７】ストッパをクリップに仮留めした状態を示し、同図は正面図である。
【図８】ストッパをクリップに仮留めした状態を示し、同図は側面図である。
【図９】図７のIX－IX線に沿う断面図である。
【図１０】固定具の組立状態をそれぞれ示すものであり、同図は正面図である。
【図１１】固定具の組立状態を示し、同図は側面図である。
【図１２】固定具の組立状態を示し、同図は平面図である。
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【図１３】固定具の組立状態を示し、同図は底面図である。
【図１４】図７のXIV－XIV線に沿う断面図である。
【図１５】本発明の第２の実施の形態の一例を示し、同図はクリップの側面図である。
【図１６】本発明の第３の実施の形態の一例を示し、同図はクリップの側面図である。
【図１７】本発明の第４の実施の形態の一例を示し、同図はクリップの側面図である。
【図１８】本発明との比較例を示し、同図はクリップの側面図である。
【符号の説明】
【００６３】
（第１の実施の形態）
10　固定具
20　インナーパネル（ベース）　　　21　取付孔
30　取付片（パーツ）　　　31　貫通孔
40　クリップ　　　50　ストッパ
60　脚部　　　61　中空部
70　基部　　　71　係合爪
72　ガイド片　　　73　リブ
80　爪部　　　81　スリット
81a  縦溝　　　81b  横溝
81c  屈曲溝
82　弾性片　　　83　ヒンジ部
84　突起部
90　軸部　　　91　仮留め溝
100  フランジ部
101  窓部　　　102  係止段部
（第２の実施の形態）
200  爪部　　　201  スリット
201a　縦溝　　　201b　横溝
201c　屈曲溝
202  弾性片　　　203  ヒンジ部
204  突起部
（第３の実施の形態）
210  爪部　　　211  スリット
211a　縦溝　　　211b　横溝
211c　屈曲溝
212  弾性片　　　213  ヒンジ部
214  突起部
（第４の実施の形態）
220  爪部　　　221  スリット
221a　縦溝　　　221b　横溝
221c　屈曲溝
222  弾性片　　　223  ヒンジ部
224  突起部
（比較例）
300  爪部　　　301  スリット
301a　縦溝　　　301b　横溝
301c　屈曲溝
302  弾性片　　　303  ヒンジ部
304  突起部
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